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【事務所】福島市栄町5-1 ホテル辰巳屋 7F  【例会日】木曜日12：30
【TEL】024-524-1010　【FAX】024-524-1011　【mail】f-rotary@guitar.ocn.ne.jp　info@f-rotary.com

■ 例会日／2015年5月21日（木）　■ 開会点鐘／12：30
■ 会場／ホテル［辰巳屋］8F号第
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和
の
心
で

  
日々

燭
を
掲
げ
よ
う

本日の
プログラム

創立1951.1.1　承認1951.3.23　登録番号7734

各種表彰の披露と伝達

ライラ研修生お二人より発表

地区大会報告
ライラ研修報告

ご
あ
い
さ
つ 

二
〇
一
四

－

一
五
年
度
会
長　

丹
治 

正
博

　

気
に
な
る
近
頃
の
敬
語

　

私
は
、
最
近
あ
る
敬
語
の
言
い
回
し
に
些
か
違
和
感
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
は「
〇
〇
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」と
い
う
言
い
回
し
で
す
。
こ
れ
を
繰

り
返
し
て
、
度
が
過
ぎ
て
使
わ
れ
る
と
実
に
耳
障
り
な
言
葉
に
な
る
と
思
い

ま
せ
ん
か
。
こ
の
前
、
週
刊
誌
の
コ
ラ
ム
に
面
白
い
記
事
が
出
て
い
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
で
某
企
業
の
担
当
者
が
自
社
の
商
品
説
明
を
し
て
い
る
の
に
筆
者
が

違
和
感
を
抱
い
た
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。担
当
者
い
わ
く「
私
ど
も
の

方
で
販
売
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
の『
ふ
わ
ふ
わ
プ
リ
ン
』で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
契
約
農
家
の
方
か
ら
ご
提
供
い
た
だ
い
た
新
鮮
な
卵
を
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
、自
家
製
の
カ
ス
タ
ー
ド
を
作
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
」な

ど
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
別
に
貴
方
の
会
社
が
プ
リ
ン
を
作
る
の
に
私
た
ち

の
許
可
な
ん
て
い
ら
な
い
の
に
、ど
う
ぞ
ご
勝
手
に
と
感
じ
ま
し
た
。こ
の
担

当
者
が
発
言
し
た
内
容
は
、
本
来
、「
私
達
が
販
売
し
て
い
る『
ふ
わ
ふ
わ
プ

リ
ン
』は
、
契
約
農
家
か
ら
卵
を
仕
入
れ
て
カ
ス
タ
ー
ド
を
作
っ
て
い
ま
す
」

で
済
む
の
に「
さ
せ
て
い
た
だ
く
」を
入
れ
る
が
故
に
、
四
十
四
文
字
で
済
む

と
こ
ろ
が
九
十
一
文
字
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

敬
語
上
も
間
違
い

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
で
よ
く
耳
に
す
る「
一
生
懸
命
プ
レ
ー
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
」「
演
技
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」と
い
う
言
葉
。
一
見
、
丁
寧
そ
う

に
見
え
ま
す
が
実
は
こ
の
敬
語
は
間
違
い
で
す
。「
さ
せ
て
い
た
だ
く
」は
相

手
に
許
可
を
と
る
時
の
言
葉
で
あ
っ
て
、
許
可
が
必
要
な
い
時
に
使
う
と
過

剰
な
敬
語
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。ま
た
、自
分
で
行
動
す
る
こ
と
に
使
っ

て
い
る
の
で
へ
り
く
だ
っ
た
表
現
に
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

×「
一
生
懸
命
プ
レ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」 

○「
一
生
懸
命
プ
レ
ー
し
ま
す
」 

×「
演
技
さ
せ
て
頂
き
ま
す
」 

○「
演
技
い
た
し
ま
す
」 

　
「
さ
せ
て
い
た
だ
く
」の
代
わ
り
に「
い
た
す
」を
使
う
こ
と
で
正
し
い
敬
語

に
な
り
ま
す
。

　

過
剰
配
慮
の
時
代
を
憂
え
る

　

こ
う
し
た
言
い
回
し
が
増
え
て
い
る
背
景
に
は
、
今
、
他
人
に
や
た
ら
と

配
慮
す
る
社
会
が
到
来
し
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に「
過
剰
配

慮
」の
時
代
で
す
が
、
そ
の
根
本
に
は
自
分
が
嫌
な
奴
だ
と
思
わ
れ
た
く
な

い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、「
他
人
に
配
慮
で
き
る

私
」と
い
う
も
の
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
い
う
下
心
と
、「
も
し
か
し
た
ら
誰

か
を
傷
つ
け
る
か
も
し
れ
な
い
」と
の
過
度
な
配
慮
が
働
い
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
例
を
あ
げ
る
と
、
少
し
前
に
某
化
粧
品
会
社
の
美
白
化
粧
水

に
よ
る
白
斑
問
題
が
騒
動
に
な
り
ま
し
た
。
女
性
は
美
白
を
求
め
て
こ
の
化

粧
品
を
使
用
し
た
の
に
一
万
三
千
人
以
上
の
皮
膚
に
ま
だ
ら
な
白
斑
が
で
き

て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
件
で
、
被
害
者
に
す
れ
ば
私
の
人
生
を
返
せ
と
い
う

く
ら
い
怒
り
、
憤
っ
て
当
然
で
す
し
、
ま
た
そ
う
言
う
権
利
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
の
で
す
が
、
テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
出
て
い
た
被
害
者
は
こ
ん
な

こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。「
〇
〇
さ
ん
は
大
手
の
会
社
さ
ん
な
の
で
信
用
し

て
い
た
の
で
す
が
…
」私
は
な
に
が「
さ
ん
」だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
被
害

者
は
首
か
ら
下
し
か
映
ら
ず
、
音
声
も
変
え
ら
れ
て
い
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が

明
か
さ
れ
る
こ
と
は
な
さ
そ
う
な
の
に
、「
過
剰
配
慮
」を
し
て
い
る
の
で
す
。

「
ク
ソ
〇
〇
」と
か
言
っ
て
も
い
い
の
に「
〇
〇
さ
ん
」と
い
う
始
末
。

　

も
う
一
つ
は
以
前
、
と
あ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
メ
ー
カ
ー
が
一
堂
に
会
し

た
フ
ェ
ア
を
訪
れ
た
時
の
こ
と
で
す
が
、
あ
る
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
の
社
員

が
や
た
ら
と
競
合
他
社
や
協
力
企
業
の
こ
と
を「
さ
ん
」づ
け
し
て
い
ま
し

た
。「
ア
ッ
プ
ル
さ
ん
」「
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
さ
ん
」と
い
っ
た
具
合
で
す
。
そ

し
て「
さ
せ
て
い
た
だ
く
」も
多
用
し
て
い
ま
し
た
。
筆
者
は
心
の
中
で
つ
ぶ

や
い
た
そ
う
で
す
。「
あ
な
た
が『
さ
ん
づ
け
』す
る
こ
と
は
来
場
者
に
は
何

の
意
味
も
な
い
。『
私
は
配
慮
し
て
い
ま
す
』と
い
う
ア
ピ
ー
ル
か
も
し
れ
な

い
が
、
別
に
来
場
者
の
利
益
に
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ『
さ
ん
』と
か『
さ
せ

て
い
た
だ
く
』を
百
回
言
う
こ
と
に
よ
っ
て
数
分
の
ロ
ス
が
生
じ
る
」

　
「
さ
せ
て
頂
き
ま
す
」
の
使
い
過
ぎ
に
ご
注
意

　

基
本
的
に
こ
の「
へ
り
く
だ
り
話
法
」と
い
っ
た
も
の
は
、
相
手
を
慮
る

ポ
ー
ズ
は
見
せ
る
も
の
の
、
実
際
は
自
分
が
嫌
な
奴
だ
と
思
わ
れ
た
く
な

い
、
と
い
う
臭
い
ば
か
り
が
プ
ン
プ
ン
漂
っ
て
く
る
自
己
中
心
的
な
話
法
に

過
ぎ
な
い
と
思
う
の
で
す
が
、
皆
さ
ん
如
何
お
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

開会点鐘 丹治正博 会長

ロータリーソング「我等の生業」
　ソングリーダー 管野裕一 会員

「四つのテスト」唱和 岡田新也 会員
会長挨拶 丹治正博 会長

お客様並びに来訪ロータリアン紹介
●新会員入会式 

●血圧測定　 明治病院看護師 盛山優子様

5月誕生祝い
食　事
幹事報告 坪井大雄 幹事

各委員会報告
　●プログラム・ニコニコBOX小委員会

　　ニコニコBOX担当 松浦敬裕 委員

　●広報マルチメディア・雑誌小委員会

　　 「友」5月号の紹介　佐藤武彦 委員長

◎本日のプログラム
閉会点鐘 丹治正博 会長

例 会 次 第
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本 日 の プ ロ グ ラ ム

　はじめに、このたびの研修会への参加を許可いただい
たことに心より感謝申し上げます。RYLA研修会に参加し
なければ考えなかったこと・感じなかったことが本当に
たくさんあります。ありがとうございました。
　早速ですが、はじめに研修会の日程の報告をし、続いて
感想という流れで述べたいと思います。
【5月16日／研修一日目】①開校式、②「キャリア教育に
ついて」早川敬介先生よりご講演、③YOSAKOI演習、④
グループディスカッション
【5月17日／研修二日目】①ホテル周辺の散策、②「国際
RYLAに参加して」佐藤はるか先生よりご講演、③「ロー
ターアクトについて」鈴木雄喜先生よりご講演、④グルー
プディスカッション・発表、⑤閉会式

　はじめに「キャリア教育について」の講演では、子ども
たちに対する教育について、近年問題となっている若者
のコミュニケーション能力の低下（人前で発表したり自
分の考えを表現できないなど）これに対して、早川先生は
「これまでの机の上のみの評価（テストの点数）」ではなく、
自分の意見を発表したり周囲とコミュニケーションを諮
るなど、人と関わりあうことで自分自身の成長また周囲
への影響と成長へとつながる「キャリア教育」の重要性を
お話しいただきました。
　また現代社会においてICT技術は著しく進歩している
中、生身の人間同士が関わりあう機会は限られてきてお
り、「技術ばかりが進んでしまい、人間が機械についてい
けないような時代である」という早川先生の御言葉が今
も頭の中に鮮明に残っています。そのとき、私自身も普段
の生活を振り返ると、人と会話をすることや関わる時間
よりも、スマートフォンやパソコンと向き合っている時
間のほうが明らかに長いなと自覚しました。経験豊富で
さまざまな知識・技術を持った方々に囲まれている環境
下にもかかわらず、パソコンばかりと向き合って一日を
過ごすことは非常にもったいないことだと思いました。
休憩時間等を有効に活用し、自分から積極的に人と関わ
るよう心がけ、コミュニケーションを諮っていきたい考
えをより強く意識できました。
　YOSAKOI演習では研修生全員が身体を動かし、伝統
芸能を体験しました。初めての経験になった研修生が多
かったようですが、「やってみると楽しい」「個人的によさ
こいを始めようか」という声が聞こえました。普段生活し
ていれば体験することができないことであり、非日常的
な刺激を受けました。
　一日目の最後は研修生がグループに分かれてディス
カッションを行いました。「ふくしまの未来と私の人生設
計」というテーマで、ふくしまが将来どう在るべきか・ど
んな場所にしたいかという想像を膨らませました。また
想像を現実にするためには何が必要であるか・今から取

り組むべきことやるべきことは何かを具体的に考え、一
人ひとりが自分の考えを発表するなど討論することがで
きました。
　二日目の朝はホテル周辺の散策から始まり、早朝から
身体を動かすことができ非常に健康的な朝を過ごしまし
た。次に「国際RYLAに参加して」の講演では佐藤はるか
先生より、シドニーで行われた国際RYLA・RI国際大会
のご報告を傾聴しました。海外へ渡航することだけでも
不安や緊張に悩まされそうなことではないかと思いまし
たが、佐藤先生の講演を聴きその考えはなくなりました。
行ったことのない場所を訪れる勇気と、踏み出す一歩を
出してみる行動力は人を強くさせ、また帰国後には海外
で自分が学び感じたことを周囲の方々へ報告し、自分だ
けでなく周囲へ何かしらの影響を与えることができると
いった様々な面で成長・活躍できるのではないかと感じ
ました。「自分が動けば何かしら変わる。」と学び、私自身
もこの二日間の研修に参加できたことで何が変わるか・
何を感じているかを敏感に自覚するようになりました。
　次の講演では「ローターアクトについて」鈴木雄喜先生
から、ローターアクトの活動の内容をお聴きすることが
できました。第一印象として「ローターアクトとは一体何
だろう」という疑問がありましたが、鈴木先生のご講演で
理解を深めることができました。
　最後に、グループディスカッションで討論した「ふくし
まの未来と私の人生設計」についてグループごとに発表
し、また二日間を通して感じたこと考えたことを研修生
全員が発表して二日目が終了しました。
　研修当日を迎えるまでは緊張や不安な気持ちがありま
したが、現在では参加できて本当に良かったと感じてい
ます。福島県内各地から集まった研修生はそれぞれ年齢
や職業も異なり、それに伴い一人一人から貴重な体験談
や考えを聴くことができました。普段通り生活していれ
ば出逢うはずのない人同士が集まり討論する機会は滅多
に無いでしょう。RYLA研修に参加できたことで私自身の
視野が広がったと実感しています。またほかの研修生の
皆さんからも同様の感想がみられたため、参加して自分
だけが影響を受けたのではなく周囲も考えたり感じたり
しているということを目の当たりにしました。研修を終
え、自分のことだけでなく、周りのことも考えまた自分へ
影響を与えてくれる周囲へ感謝することの大切さを実感
できました。

　初めましてコバックス（株）の八巻と申します。本日は
お招き頂き誠にありがとうございます。
　また先日行われたRYLA研修会に参加させていただい
た事もこの場を借りて御礼申し上げます。
　本日はRYLA研修会を通じて感じられた事、また勉強
になったことをこの場で発表させて頂きます。ご存じの

RYLA研修会を終えて
コバックス株式会社　三浦　彩 様

RYLA研修会報告
コバックス株式会社　八巻ひかり 様
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方もおりますでしょうが今回の研修では3つの講習と
YOSAKOIの演習、そしてグループディスカッションを行
いました。そのなかでも一番印象に残っているのは参加者
が4つのグループに分かれ行ったグループディスカッショ
ンです。今日はその内容についてお話しようと思います。
　グループディスカッションのテーマは「ふくしまの未
来」～私の人生設計～でした。私が参加したグループでは
震災や原発事故の被害が大きい福島で、どうしたら次世
代の若い人々が集まりそして生活していけるか、という
問題について討論しました。その結果まずは風評の払拭
のために若者がよく利用するSNS等のインターネットを
通して、情報の発信。またイベントを行う際には集客に
利用したりと今の時代に合った情報提供を拡大していこ
うという考えが出ました。次に福島に住む人が増えれば
働き口も必要になります。その中で自分が教える立場に
なる事も増えるでしょう、そのためにはまず自分たちが
はっきりとした目標を持ち理解をしなければならないだ
ろうということです。これはグループ全員一致の考えで
した。この他にも意見が出ましたが、大きくまとめると県
外の若者に福島に移住したいと思えるような地域づくり
を行っていく中で次の世代の人材の育成、また自分自身
のスキルアップが大切だろう、ということになりました。
最後には各グループの発表がありましたがその中でサブ
テーマを設けた班がありました。
　それが、ふくしま100年計画｢老若男女が住みやすい
県№1｣というもので、このキャッチフレーズにとても惹
かれ印象に残っています。グループディスカッションに
ついてはここまでとさせていただきます。
　講習ではロータリーの方々の体験や経験したことが主
でした。活動を聞いている中で他のロータリアンとのつ
ながりがひしひしと熱い思いが伝わってきてとても輝い
て見えました。
　また演習のよさこいでは、鳴子やハッピを来て参加者
全員で音楽に合わせ踊りました。振り付けは、同じ様な動
作の組み合わせで一見簡単そうに見えるのですが、実際
に踊ってみると体重移動や手と足のちがう動きなどとこ
ろどころ躓いてしまうような感じで、最後に合わせてお
どったときは何とも言えない達成感と一体感を味わうこ
とができました。普段なかなか、間近では見られないよさ
こいを実際に体験できたことが貴重な経験となりました。

　最後になりますがこの研修に参加するに当たり、まず
RYLAとロータリーはどういった関係があるのかと疑問
に思っていました。その疑問は研修のなかで解決し理解
を深めることができました。そしてRYLAとは4つの英単
語の略で日本語では｢ロータリー青少年指導者養成プロ
グラム｣という翻訳になると知りました。この意味を通じ
て思ったことは、これからの日本、とくに福島は今若い人
がどんどん減っています。特に地元の小学校、中学校は閉
校になったりクラスの数が減ったりしています。そのな
かで若者が率先し活動しなければ福島の未来は暗くなっ
てしまうと思います。ですから少しでも地域の力になる
ような活動を広め、また次世代へとつないでいくための
架け橋となれるよう頑張っていきたいと思います。

生年月日／昭和38年7月11日（51歳）　出身地／山口県
勤務先住所／福島市北町4-1
勤務先TEL／ 024-521-5610　FAX024-524-0550
経歴／昭和61年3月、早稲田大学卒業。同年4月に千代田火
災海上保険（株）入社、神戸支店勤務。以後、東京自動車第
一営業部・長野支店・旭川支店・長岡支店・滋賀支店・福
島自動車営業部勤務を経る中で二度の合併を経験。また、
福島自営部いわき着任の半年後、東日本大震災を経験。本
年4月より、現職場勤務となる。

家族構成／大阪府藤井寺市に留守宅あり。妻・娘２人（大2・
高3）。現在は福島・大阪・京都の3重生活

趣味／ドライブ・鉄道（乗り鉄）。大人の休日倶楽部会員。
お酒／ひと通り飲みます。
ゴルフ／現在は100を切ることが目標。

生年月日／昭和55年3月20日（35歳）
勤務先住所／福島市栄町6-6 NBFユニックスビル7F
勤務先TEL／ 024-521-1582　FAX024-522-4437
出身地／東京都調布市　　家族構成／妻・子ども２人
趣味／スポーツ（社会人サッカー）、ゴルフ、お酒

久
く ぼ た

保田吉
よしろう

朗 様
あいおいニッセイ同和損害保険㈱
福島自動車営業部営業二課 担当次長

（紹介／大沼健次会員）

茂
もてぎ

木　正
まさし

志 様
三井生命保険㈱郡山支社
福島営業部 営業部長

（紹介／古俣　猛会員）

新会員入会式

今月の「友」より 5月号の注目記事　

■横組みP3／ RI指定記
事／RI会長メッセージ

「友愛の家」
「有朋自遠方來、不亦樂乎
（朋有り遠方より来たる、
亦た楽しからずや）」。「6
月6～ 9日に開催される
第106回国際ロータリー

年次大会で、『友愛の家』は開催地のサンパウロの活気や文化の
多様性を反映したものとなることでしょう」と黄会長は確信し
ています。

■横組みP6／「ロータリーとは」
■横組みP7～17／特集

「ポリオ 撲滅活動の
最新事情」
1980年代にロータリーがポリオ撲滅活動を本格的に開始して
以来、ポリオの感染数は激減しています。2014年には、わずか
359件だけとなりました。国際ロータリーとパートナー組織で
は、2018年にポリオを撲滅するという目標に向かって、ポリオ
撲滅最終戦略計画のもと、活動を推進しています。

■横組みP30～31

「OB会で絆をいつまでも」
例えば転勤などを機会に、ロータ
リークラブを移籍したり、ロータ
リーを辞めてしまった人、そんな
人たちの「それから」を二つのク
ラブから報告します。（仙台RC／静岡RC）

■縦組みP28～29／ロータリーアットワーク
P28…「ベトナム国立交響楽団へ楽譜寄贈のプロジェクト」
郡山アーバンロータリークラブ

年次大会で『友愛の家』は開催地の愛
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ニコニコBOX報告　　〈報告〉 松浦 敬裕 委員 本日のニコニコBOX投入額　32件 ¥79,000 累計  ¥2,269,000
○
佐
藤 

英
典 

会
員

　

マ
リ
キ
ナ
Ｒ
Ｃ
フ
ァ
ビ
ー
パ
ス
ト

会
長
の
福
島
Ｒ
Ｃ
来
訪
を
心
よ
り

歓
迎
し
ま
す
。

○
小
林 

仁
一 

会
員

　

ラ
イ
ラ
の
研
修
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
報
告
を
当
社
よ

り
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
二
名
が
致

し
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

○
草
野 

武
夫 

会
員

　

誕
生
祝
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
先
日
市
役
所
か
ら
バ
ス
の
無

料
乗
車
証
が
届
き
年
を
実
感
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

○
安
藤 

錬
雄 

会
員

　

永
年
在
籍
三
十
年
表
彰
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

○
大
沼 

健
次 

会
員

　

新
会
員
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

○
古
俣　

猛 

会
員

　

今
後
と
も
ご
指
導
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
久
保
田 

吉
朗 

新
会
員

　
本
日
よ
り
入
会
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

○
茂
木 

正
志 

新
会
員

　

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
野
原 

邦
亮 

会
員

　

本
日
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

他
に
／
氏
川
守
義
／
内
池 

浩
／
岡

田
新
也
／
加
藤
義
朋
／
門
脇 

渉
／

管
野
裕
一
／
児
玉
健
夫
／
茂
田
士

郎
／
白
岩
康
夫
／
高
橋 

聡
／
田
沼

紀
美
子
／
靍
丸
直
久
／
信
国
一
朗

／
藤
井
高
志
／
増
子 

勉
／
松
浦
敬

裕
／
三
浦
康
伸
／
八
巻
恵
一
／
渡

邊
又
夫
／
幡 

研
一
／
丹
治
正
博
／

坪
井
大
雄
／
反
後
太
郎

　パンダハウス募金ご報告  （森川英治社会奉仕委員長）  5月21日　8,349円 累計234,237円

●フィリピン マリキナRC  ホセ・ファビアン カディス 様
　阿久津PG始め、福島RCの皆様には大変お世話様にな
りありがとうございます。これまでの支援事業に関しマラ
ンダイ小学校では深く感謝しております。今後も双子クラ
ブとしての友好が続くことを祈っております。

地区大会報告／各種表彰の披露と伝達

先
月
、
ク
ラ
ブ
に

珍
し
い
姓
の

方
が
何
人
か
入
会
さ

れ
、
ご
挨
拶
の
中
で
自

分
の
名
字
に
つ
い
て

話
さ
れ
て
い
た
の
で
、
私
も
特
に
珍
し
い

名
字
で
は
な
い
が
、
自
分
の
名
字
の
ル
ー

ツ
を
調
べ
て
み
た
。
い
ま
、
草
野
姓
の
人

は
全
国
で
約
三
万
八
千
百
人（
お
よ
そ

二
十
九
万
あ
る
姓
の
中
で
五
四
二
位
）い

る
そ
う
だ
が
、
全
員
が
一
族
で
は
な
い
よ

う
で
あ
る
。

　

史
上
、
知
ら
れ
て
い
る
草
野
氏
に
は
次

の
四
つ
の
流
れ
が
あ
る
。
近
江
国
浅
井
郡

草
野
庄
司
と
し
て
源
頼
朝
を
助
け
た
系

統
、
備
前
国
松
浦
郡
の
菊
池
氏
の
系
統
、

築
後
国
久
留
米
の
安
倍
氏
の
系
統
、
そ
し

て
磐
城
国
行
方
郡
草
野
村
の
系
統
で
あ

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
郡
の
領
主
か

大
名
の
家
老
程
度
の
家
格
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

大
河
ド
ラ
マ
に
登
場
す
る
ほ
ど
の
人
物
は

い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

母
の
生
前
の
話（
草
野
家
の
口
伝
）で

は
福
島
市
の
草
野
家（
総
本
家
は
日
銀
前

の
草
野
仏
具
漆
器
店
）は
県
内
の
磐
城
の

系
統
で
は
な
く
九
州
天
草
の
出
身
だ
そ
う

で
、
天
草
四
郎
の
本
名
は
草
野
だ
と
の
こ

と
。
と
す
れ
ば
、
島
原
の
乱
で
戦
死
し
た

福
島
藩
の
藩
祖
板
倉
重
昌
公
と
何
ら
か
の

因
縁
が
あ
る
よ
う
に
思
え
て
く
る
。
そ
う

思
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
た
が
、
残

念
な
が
ら
天
草
四
郎
が
草
野
だ
と
い
う
証

拠
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

　
余
談
だ
が
、草
野
家
の
最
盛
期
は
本
町
の

自
宅
か
ら
福
島
駅
ま
で
他
人
の
土
地
を
踏

ま
ず
に
行
け
た
そ
う
で
あ
る
。ホ
ン
ト
？

私のひとこと 草野 武夫 会員 ■6月4日（木） 12：30～「辰巳屋」
　・新会員スピーチ みずほ銀行福島支店長　井上賢司会員
　＊誕生祝い　・新旧合同理事会18：30～「辰巳屋8F ブローニュ」
■6月11日（木） 18：30～「石林」
　「福島北RC･福島RC合同夜間例会」
■6月18日（木） 12：30～「辰巳屋」
　「久米允彦ガバナー補佐クラブ訪問」
　＊「友」紹介　＊「血圧測定」
■6月25日（木） 12：30～「辰巳屋」
　丹治正博会長スピーチ　坪井大雄幹事スピーチ

例会プログラムのご案内

佐藤　朋幸 会員　　昭和 42年 5月 2日
増子　　勉 会員　　昭和 24年 5月 13日
稲葉　鐘悟 会員　　昭和 6年 5月 16日
鈴木　勇人 会員　　昭和 47年 5月 18日
草野　武夫 会員　　昭和 15年 5月 19日
狩野　安則 会員　　昭和 31年 5月 20日
三浦　康伸 会員　　昭和 43年 5月 26日
江刺家宏樹 会員　　昭和 47年 5月 29日

〜
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〜

5月
誕生祝い

お客様紹介

◆国際ロータリー表彰　・国際ロータリー特別会長賞
◆地区表彰　　・会員数純増クラブ第1位
　　　　　　　・新会員入会者数第2位
◆ロータリー財団寄付表彰
　・年次寄付･恒久基金第2位
　・一人当たり年次寄付上位第5位
　・ロータリー財団法人寄付　海野卓哉会員
　・ポールハリスフェロー
　　氏川守義会員　日比野恒夫会員
　・マルチプルポールハリスフェロー
　　阿久津肇会員6回　　八子英器会員5回
　　安藤健次郎会員3回　土屋敦雄会員2回
　　渡辺健寿会員1回　　渡邊又夫会員
◆米山記念奨学会表彰　・4,000万円達成クラブ
　・寄付額第2位　・一人当たり寄付額第8位
　・米山功労者メジャードナー　加藤義朋会員31回
　・米山功労者マルチプル
　　白岩康夫会員7回　佐藤武彦会員2回
　　紺野晴郎会員2回　渡邊又夫会員2回
　・新米山功労者　 田沼紀美子会員

◆永年在籍30年表彰
　安藤錬雄会員　稲葉鐘吾会員
　海野卓哉会員　大沼健次会員
◆皆出席10年表彰
　阿部力哉会員


